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は じめ に

　 奈良女子大学はかつての平城京の左京二条六坊 から七坊にかけての地に位置す る。平城

京は元明天皇の710(和 銅3)年 か ら桓武天皇の784(延 暦3)年 まで、7代74年 間の都

城 であった。その間、聖武天皇が740(天 平12)年 か ら745年 まで、一時的に恭仁京 ・紫

香楽宮 ・難波京 に遷 った ことはあるが、再び平城京 に戻ったのであった。平城京はそれだ

け長い期 間都城 であった し、大宝令の構想す る国家像 に基づいて設計 され、そのプランは

以後の都城のモデル となった とい う点で、わが国の都城史 の上で重要な位 置を占める。

　平城京及び平城宮研究の主な資料 としては、次の ような ものがある。 まず は官撰史書で

ある 『続 日本紀』(文 武天皇(697～707)か ら桓武天皇の延暦10(791)年 までを扱 う)

が最 も基本的な文献史料 である。第2に 今 も奈良に残 る平城京 の条坊 区画の跡である道路

や地割 な どである。平城京の条坊制地割 は、都が長岡京や平安京 に遷 った後 も改変 されず

に残った。その痕跡 が現在まで残 り、平城京研究の貴重な手がか りとなっているのであ る。

そ して第3に 発掘調査 の成果がある。平城宮跡 は特別史跡 としてほぼ全域 が特別史跡 に指

定 されて国有地 として保護 され、奈良文化財研 究所(か つての奈良国立文化財研究所。以

後奈文研 と略記)に よる継続 的な調査 と、その成果に基づ く復元整備が実施 されている。

また平城京跡部分 については奈文研 のほか、奈良県 ・奈良市 ・大和郡 山市の各教育委員会、

元興寺文化財研 究所な どによって調査が行 われてい る。それ らの発掘調査によって豊富な

成果が積み重ね られてきているが、 とりわけ平城宮 ・京跡 か らは、文字資料である木簡 が

約18万 点 と大量 に出土 し、宮 ・京 の実態解明に計 り知れない情報 を与えて くれてい る。

　本報告は上記の諸資料 によりつつ平城京 の形態 と機能 について述べ、東アジアの諸古代

都市の比較研究の素材 を提供 しよ うとす るものである。

1日 本 古代 都 城 の 前 史

1歴 代遷 宮

　先に述べたよ うに平城京は7代 の天皇の都城であったが、7世 紀 までは天皇が替わるご

とに宮 を変える歴代遷宮 とい う制度 があった(表1)(図1)。 その要因には諸説あ り、①

建物の耐久性の問題、②皇子は天皇 とは別の宮で居住 してお り、即位後 もそ こに留まった、

③天 皇の死によ り宮が稼れたか ら新宮 を造 った、な どが主張 され てい るが、いまだ決定的

な答えはでていない。おそ らく複合的要因 によるのであろ う。

　そ して7世 紀代になると、飛鳥 の地 〔現在の明 日香村〕に宮が営まれ るようになった(図
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2)。 飛鳥 とは主に飛鳥寺 ・伝飛鳥板蓋宮跡 などのある飛鳥川右岸の狭小な平地部で、北は

阿倍 ・山田道付近まで、南は橘寺の北辺 りまで、せいぜい南北1.6km、 東西0.8kmの 範囲

である 〈注1>。6世 紀末に即位 した推古天皇は、豊浦宮(593年)に ついで小墾 田宮(603

年)を 造営 したが、豊浦 ・小墾 田は飛鳥 に隣接す るが、まだ飛鳥地域の中には入 って来な

かった。それが舎予明天皇以後、基本的に飛鳥に宮が営 まれ るよ うになったのである(表2)。

そ して難波宮(大 阪市)や 大津宮(大 津市)な ど大和国 〔現在 の奈 良県〕外に営 まれ た宮

もあったが、いずれ も一時的なものにとどまった。

　 しかも箭明天皇の飛鳥 岡本宮(630～)以 後の宮は、宮の名 は異なっているが、基本的

に同 じ場所 で造営 された とい う興味深い事実 も判 明 している。すなわち史跡伝飛鳥板蓋宮

跡における発掘調査で3時 期の宮跡が確認 されたが、それ は舎予明天皇の飛鳥岡本宮、皇極

天皇の飛鳥板蓋宮、そ して斉明天皇(皇 極天皇の重詐)の 後飛鳥岡本宮にあた り、天武天

皇の飛鳥浄御原 宮は後飛鳥岡本宮の南 に別 区画(エ ビノコ郭)を 増設 した ものである、 と

考 えられているので ある 〈注2>。 そ して この同所 に繰 り返 し造 られた宮の周辺には、飛鳥

寺 ・橘寺 ・川原寺のほか、外 国使節 の饗宴 に使われた石神遺跡 、飛鳥京苑池遺構 、漏剋 で

ある水落遺跡、官営工房の飛鳥池遺跡な どが配置 され、飛鳥は都市的空間を形成 していた

のである。

　 7世 紀末の694(持 統天皇8)年 に、飛鳥 の北の地 に藤i原京が造 られた。藤原京 は条坊

制 に基づ く都市計画のな された京 を持つ、わが国最初の都城であるとい う点で画期 をな し

た(図3)。 実はこの藤原京 は、1代 前で持統の夫であった天武天皇が新京造営を計画 し、

施工 を開始 し道路 も造 られたのだが、686(朱 鳥元)年 に天皇が死去 したため一旦頓挫 し、

皇后だった持統天皇 が即位後に完成 させ、694年 に遷都 したのであった 〈注3>。 そ して持

統の次の文武天皇 も継続 して使用 し、2代 の天皇の都であったため歴代遷宮は藤原京で崩

れたのである。 しか し文武 は707(慶 雲4)年2月 、五位 以上の王臣に遷都 を諮問 した こ

とか らわかるよ うに(『続 日本紀』同月戊子(19)条)、 遷都 を計画 していたのであ り、も し

彼 がその直後の6月 に死去 しなけれ ば、平城京 に遷都 していたであろ う。文武 についで母

の元明天皇が即位 し、翌708(和 銅元)年2月 に平城京遷都の詔 を発 し(『続 日本紀』同月

戊寅(15)条)、2年 後の710年3.月 に遷都 したのは、文武 のや り残 したことを行ったので

ある。先に述べたよ うに平城京 は784年 まで7代 の都城 になったのであ り、完全に歴代遷

宮か ら脱却 したのは平城京であった と言わ ざるをえないのである。

2　藤原京のプラン(図4)

　 藤原 京は、天武天皇10(681)年 に編纂 を始め(『 日本書紀』 同年2月 甲子(25)条)、689

　(持統天皇3)年 に施行 された浄御原令(『 日本書紀』同年6月 庚戌(29)条)に 基づ く都城

であった。それは前述 のよ うに条坊制による都市 区画 をもつ初の京である。藤原京 の条坊

区画は平城京 と異な り、平城遷都後に破壊 され、条里制に基づ く区画に造 り直 されたか ら、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-6一



発掘調査 によらなけれ ば実態 を知ることはで きない。 そ してこれ までの発掘調査の成果を

踏まえて、そのプランは10条10坊 の正方形(約5.3km四 方)で 、中央部 に宮が位 置す

るとす る説が有力視 されている 〈注4>。 そこでは1坊 は1500大 尺(=1800小 尺≒533m)

ごとに引かれた大路で四方を囲まれ、坊 の中が375大 尺 ごとの小路で16の 小区画 に細分

され た。 ただ し大路 ・小路は1800大 尺 ・375大 尺 ごとに引かれた基準線の両側 に幅を と

って敷設 されたから、その内部の宅地は より狭 くな り、かつ隣接す る道 の幅によって広狭

が生 じた、そ して坊は 「林坊」 「左京小治町」な どの固有名詞 で呼ばれたのである。

　 この藤原京のプランは、『周礼』考工記匠人営国条の影響を受 けたもの との説が有力にな

ってい る。すなわち宮が京の中央に置かれ たのは、『周礼』の 「工人営国、方九里、労三門、

国中九経九緯 、経徐九軌 、左祖右社、面朝後市」に もとつ くとい うことである(図5)。 し

か しなが らこの説 も以下のよ うな問題点があ り、まだ確定は していない と考える、即 ち、

①10条10坊 と言 うが、南北の京極 はまだ未確定であ り、条坊制施工の範囲 も不明確であ

る、②大宝職員令の坊令の人数が12人 とい うこ とか らの坊数の復元については、その妥

当性 に疑問が残 る、③ 中国でも 『周礼』にそのまま基づ く都城はない、④なぜ古い 『周礼』

に拠 ったのであろ うか、その疑問は、遣唐使派遣の中断期 であ り、中国都城 に関す る情報

不足のためであるとい うことで解 けるのであろ うか、などの諸点である。 ここでは詳述す

る余裕はないが、いまだ藤原京のプランの問題 は解決すべ き課題が大きいのである 〈注5>。

　 さらに藤原京 プランの特徴 を述べると、朱雀大路(両 側溝中心間距離約24m)は 朱雀門

を出る とす ぐ前に 日高山丘陵が迫 り、そ こを越 える と今度は飛鳥川が交わ り、その南 は山

間部にかか り、羅城門はない可能性 が大きい。 また市は藤原宮跡 出土の木簡か ら 〈注6>、

宮の北方に位置す ると推測 されている、 これは 『周礼』の 「面朝後市」に一致す るが、 当

初 は東西 に分かれ ていなかったのが、大宝令施行後の703(大 宝3)年 に、それに基づ き

東西市が設 け られ たよ うである(『 扶桑略記』『帝王編年記』)。

　 さらに同京 では、官人を京に集住 させ るために初 めて宅地班給が実施 された。すなわち

691(持 統天皇5)年12月 に班給 の基準が制定 され てい る。『日本書紀』同月乙巳(8)条 に

よる と、正広参の右大臣丹比嶋に4町 、直広弐以上 に2町 、大参以下には1町 、勤以下無

位 までは戸 口数 に したがい、上戸は1町 、 中戸 は1/2町 、下戸 は114町 となってお り、大

宝令 の位階 に直せば、二～三位 は4町 、四位以上は2町 、五位 は1町 、六位以下は1町 ・

1/2町 ・1/4町 とい うこ とになる。また藤i原宮は、図6の よ うに主に内裏 ・大極殿 ・朝堂院 ・

曹司で構成 されたのであった。

H平 城 京 の プランと宅 地

1平 城京 のプラン(図7)

　 708(和 銅 元)年2月 の元明天皇の平城京遷都 の詔(『続 日本紀』同月戊 寅(15)条)で は、

「方今平城 之地、四禽叶図、三山作鎮、亀笠並従。宜建都 邑」 と、その地勢の良 さを平城
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京造営の理由にあげている。それは奈 良盆地北端、平城 山丘陵の南麓 に位置 し、東 ・北 ・

西の三方 を山で囲まれ、南に開く地勢である。そ して7世 紀以来存在す る計画道路である

下ツ道 を朱雀大路 として、中ツ道 を東四坊大路(実 際は1町 西)と して利用 した。

　 平城京の条坊制 は、次 のよ うなもので ある。朱雀大路を中心に左京 と右京 に分かれ、南

北9条 ・東西8坊 の長方形が基本であるが、左京 は二条(あ るいは一条の南半)か ら五条

までは東へ張 りだ し、七坊まで広がる。 この部分を普通 「外京」 と呼んでい る 〈注7>。 一

方右京 では一条の北 に半条分の広が りの北辺坊があるが、これが奈良時代にまで遡 るもの

か どうかは未詳である。 この ように縦長の長方形が基本形 となっているが、その中で平城　　　　　 1

宮 は京 の中央部北端 を占め、また東 ・西市は、左 ・右京の八条 とい う京の南の方に置かれ

た。 これ らのことは、平城京が唐長安城 をモデル とした ことを示す と考 えられ る。 なお左

京付属の 「外京」は平城京に特有の ものであるが、そ こは興福寺や元興寺な どの氏寺 に起

源 を有す る寺院を納める場 とみ ることができよ う。

　 さて1坊 の中は16の 小区画である 「坪」 に細分 され、左京二条六坊四坪の よ うに数字

で場所 を特定す ることができるよ うになった(図8)。 但 し 「坪」とい う名称の定着は9世

紀後 半か らとみ られ、奈良時代は○坊 ×坊 まで しか呼ばなかったよ うである 〈注8>。 この

よ うに数詞で呼ばれ ることは、坊名 が固有名詞であった藤原京 と大 きく異なる点である。

これ は伝統的な飛鳥 ・藤原の地か ら離れ、な じみのない新たな土地での都城建設 であった

ため、固有名詞 ではかえってわか りづ らいのに対 し、数字な ら場所や 、宮 との距離関係 が

理解 しやす いためではなかろ うか。

　 平城京の道路は藤i原京 と同 じよ うに、1500大 尺(=1800小 尺≒533m)ご とに大路、

375大 尺(=450小 尺 ≒133m)ご とに小路の計画基準線が引かれ、その両側 に幅を とって

設定 され、、道路の両側には側溝が設 けられた 〈注9>(図9)。 道路規模 は表3に 示す よ う

に、大路は両側溝 中心間距離210大 尺(≒74m)の 朱雀大路 を筆頭 に20m以 上が多 く、

小路は7m前 後のものが多い。そ して街路樹 として柳 と椀が植 えられていた。柳 は 『万葉

集』巻19-4142の 越 中守の大伴家持の歌 「春 の 日に張れる柳 を取 り持ちて見れ ば都 の大

路思 ほゆ」 によって知 られ 、椀は左京三条二坊出土の二条大路木簡(730年 代)中 に京内

各所か らの椀花進上木簡があることか ら推定できる(釈 文1)。 柳 と椀を街路樹 としてい る

点 も長安城 をモデル とするものである 〈注10>。

　 さて平城京 をは じめ 日本 の都城が中国都城 と大き く異なるのは羅城 の存否 である。平城

京 の羅城 は京 の南門である羅城 門の両側だけにあった とみ られてお り、ごく装飾的なもの

に とどまってい る。京の南辺全体にあるとの説 もあるが 〈注11>、 羅城門 とい う普通名詞

が固有名詞 となっていることか らする と、羅城に開 く複数 の門の存在 は疑問である し、仮

に羅城が あった として もせいぜい築地塀である。 この羅城の不存在は、中国都城 との大き

な相違点である。 それには軍事的理由をあげることが多いが、今後 さらに さまざまな観点

か ら詰 めるべ き課題である。
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2　 宅地 の班給

　平城京 の人 口の正確な復元は困難ではあるが、現在の ところ約10万 人説が有力で あろ

う 〈注12>。 宅地 は藤原京 と同 じく、1坪 の面積(す なわち1町)は 、隣接す る道路幅に

規制 され、場所 によ り異なっている。宅地班給 については、班給基準は史料が残っていな

いが、藤原京 と同 じであろ うか とみ られ る。す なわち二～三位 は4町 、四位以上は2町 、

五位 は1町 、六位 以下は1町 ・1/2町 ・1/4町 であ り、文献史料や発掘調査 の成果 による と、

4町 ・2町 ・1町 ・1/2町 ・1/4町 ・1/8町 ・1/16町 ・1/32町 な どの宅地面積 のあるこ とが

知 られ る。そ して宮に近いほ ど大き く、宮か ら遠いほ ど狭 く、時代が下るにつれて小規模

宅地が出現する とい う傾 向が ある。 しか し宅地 については、位 階の上昇 に伴い、宅地は拡

大す るのか、親 の死後、親 よ り位階の低い子の宅地は どのよ うな扱いを受けるのか、班給

された宅地 を売却す ることできるのか、官人以外の人は どうやって宅地 を入手できたか、

それ に面積制限あるのかな どの疑問が未解決 のままであ り、残 された課題 は大きい。

皿 藤 原 京 か ら平 城 京 へ

1遷 都の要 因

　 さて藤原京はわず か16年 しか続かず、710(和 銅3)年 に平城京へ遷都 された。初めて

条坊制に基づ く都城 を築きなが ら、なぜわず か16年 で放棄 し、平城京 に遷 ったのであろ

うか。それは基本的に先に述べたよ うに、歴代遷宮 の伝統が強 く残っていた とい うことで

ある。平城京は文武天皇時代から計画 していたので、実現 していればや は り文武の歴代遷

宮の事例 となったであろ うが、実際 には天折によって挫折 し、元明天皇即位 を契機 とした

遷都 となったのであって、や は り元明の歴代遷宮 と位置づけることもできるのである 〈注

13>。

　 しか しそれに とどま らず、次のよ うな複合的要因 も想定で きよう。 まず第1に 大宝律令

にふ さわ しい都城 を建設 しようとしたことである。 大宝律令 は701(大 宝元)年 に制定 さ

れたが、これ によって 日本の古代法体系は一応の完成 を見た。 当時の都城 は藤原京であっ

たが、それは飛鳥浄御原令 に規定す る官僚制 ・都城制に基づ く都城 であった。 したがって

藤原京 から平城京への遷都 は、浄御原令に基づいた都城か ら大宝律令 に基づ く都城への変

化 ととらえるこ とができる。たとえば宮城 をとってみれ ば、両令 の官僚組織 は異なるか ら、

曹司の配置に相違が生 じてい るのである。次に第2に 、藤原京の地勢の悪 さが指摘 できる。

す なわちそ こは北高南低の地で、南面す る天皇に とって臣下の位置す る南の方が高 くなる

とい う不都合 が生 じていた。しか も藤原京の地は、大河川か ら離れ、水運の便が悪い うえ、

山や丘陵が多い し、飛鳥川左岸は湿潤でもあった 〈注14>。 さらに 『続 日本紀』慶雲3(706)

年3月 丁 巳(14)条 には 「京城内外多有薇臭」 との文言が見えるが、これを当時 トイ レのあ

り方 に関連 させ て理解す るこ とができる。すなわち藤原京 内では数カ所で、道路側溝 か ら

宅地内へ引き入れ、下流で再び側溝 に流れ込む溝が検出 されているが、これ らは トイ レ遺
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構、すなわち水洗 トイ レである 〈注15>。 こ うした トイ レの構造か らすれば、汚物 は道路

側溝へ と流入す ることにな る。それ が 「梅臭」の大 きな要因であろ う。 さらに京 の地勢の

ために、それは京南半か らの側溝 の水 は宮方向へ向か うこ とになるか ら、宮城部の方へ と

汚稼 は流れ たのである。 しか も宮城方向へ向かったのは、汚物だけではない。京内各所で

行われた祓 えで流 された宗教的薇れ も同様 であった。 このよ うに さま ざまな面で、藤原京

の地勢の悪 さを指摘で きる。 これ に対 し平城京の地 は、平城 山丘陵の南裾部 に位 置 し北高

南低である。 また同丘陵を越えれ ば木津川 に至 るし、佐保川に よって大和川 に連絡す るこ

ともできる。藤原京 よ りもはるかに優れた地であったのである。

　そ して第3に 、遣唐使の もた らした唐 ・長安城 に関す る情報の影響があ り、それに倣っ

た都城 の必要性が意識 された とい うことがあろ う。遣唐使 は669(天 智天皇8)年 以来の

長い 中断をは さみ、大宝律令制定の701(大 宝元)年 に久 しぶ りに任命 され、その年は渡

海 に失敗 したが、翌2年 に成功 し、同4年 に帰国 した。彼 らが見た長安城では、太極宮で

はな く、新たに設け られた大明宮 の含元殿が中心的な殿舎 となっていたのである。 そ して

含元殿 と平城宮 当初 の大極殿の類似性 が注 目されてい る 〈注16>。 すなわ ちいずれ も龍尾

壇 の うえにそび える殿舎であ り、前面には広大な広場が広がっている。 こ うした点は藤原

宮の大極殿 と大 きく異なってお り、これ こそ大宝度の遣唐使 によってもた らされた新知見

であるとみ られている。そ もそ も長安城 は長方形の都城で、太極宮は京 の中央部北端 に置

かれ ていた(図10)。 これは宮が京の中央 にある藤原京 との大 きな相違点である し、長安

城では大規模な朱雀大街が宮の南門である承天門か ら朱雀門を通 り南端の明徳 門まで伸び

ていたが、 この点も朱雀大路 が飛鳥川までは敷かれていて も、それ以南には伸 びず、羅城

門もなかった とみ られる藤原京 とは異な り、平城京 と共通す る特徴 である。

2　 平城京域の設 定

　 平城京の範囲 はどのよ うに して決め られたのであろ うか。それ についてはかつて岸俊男

氏による説が有力であった 〈注17>(図12)。 す なわ ち藤原京域 と平城京域 との関係はき

わめて密接なものがあ り、藤原京は南北を横大路 と阿倍 ・山田道、東西を中ツ道 と下ツ道

で囲まれた範囲を京域 とし、その中を南北12条 、東西8坊 に分 けていた。それ に対 し平

城京では、下ツ道 を軸に して中ツ道 までの範囲を折 り返 した。すなわち東西 を藤原京の2

倍 に したが、南北は12条 を9条 に縮 めたため 〈注18>、 全体 としては平城京は藤原京 の

1.5倍 の面積 にとどまった、 とい うものである。 しか し藤原京域に関する近年 の説では、

この説 は成 り立たず、新たな考察が必要になっているのである。すなわちそこでは上記の

四本 の道 はいずれ も藤原京内 を走 る道 になってお り、朱雀大路は中ツ道 と下ツ道 の中間に

あたっているのである。

　 そ こで平城京 はなぜ奈良盆地北端 に置かれたか、またなぜ朱雀大路を西へ動か して下ツ

道 をそれにあてたのか とい う問題 を解 く必要があるのである。 この うち前者 については、
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先に述べたよ うに平城京が奈 良盆地北端 に立地 した ことによって、藤原京の地勢的悪 さを

克服 できた と言 うことができよ う。

　 一方後者の下ツ道を朱雀大路 に利用 したことについては、都城 の南北軸の問題 か ら説明

ができるのではなかろ うか。すなわち唐 の長安城、それは階の大興城に始まる都城 である

が、その建築上の特徴 として、南北 の中心軸の強調 と左右対称の建築配置が指摘 されてい

る 〈注19>。 南北の軸線は、太極宮 一承天門街 一朱雀門街 一明徳 門 と続 く道がそれ にあた

るが、愛宕元氏 による と、階大興城 において南北軸を設定 したとき、その基準点は南に讐

える秦嶺 山脈 の終南山の谷 口である石竈谷であった。ただ し 『大唐 六典』巻7工 部条の注

では、「南直終南山子午谷」となってお り、子午谷 をそれにあてるが、これは漢 ・長安城 と

の混同である。 しか し子午谷は関中か ら漢中へ と抜ける終南 山越 えの重要な峠道 となる子

午道の入 口であ り、そこが唐代に強 く意識 され ていたこ とを示す ものであるとい うく注20>。

す なわち都城 の南北軸は、単に関中に とどま らず、その外部への軸線 となったのである。

　 この視点を 日本に応用す ると、大和で南北中軸線 を取るには、下ツ道 を朱雀大路 にす る

のが最適 なのである(図13)(図14)。 なぜ な らそれは奈良盆地 を南北に直線 的に貫き、

かつ盆地の南北外へ と続 く唯一の計画道路だったか らである。そ して大極殿の名の元にな

った太極 とい うのは、北極星周辺の星座であ り、天帝の常居であった。 したがって大極殿

(太極殿)は 、「天帝の代行者 として天下に臨む、天子の居住地を意味 してお り、宇宙の中

心に直結す る場所 として認識 されていたのである。…地上の太極殿 は、天上の北極星を中

心 とす る、天帝の居住地に直接つなが り、宇宙軸 の不動 の中心 に位置 していたのである」

〈注21>。 これに よれば 日本で も、南北軸である下ツ道の北端に大極殿 を置 くことに より、

それ と北極星 とのつなが りが明確 になったのではなかろ うか。 こうして奈良盆地北端 に平

城京 は営まれ た とみ られ よう。

　 さらに奈良盆地の北端 とは言っても、ある程度南北に動 かす ことができるわけで、京域

の南北位置 をどう決 めたか とい う問題 が残 る。それについては横大路 と三条大路 との類似

点が注意 され る。すなわ ち横大路は、飛鳥 ・藤原 の地 と河内 ・難波宮を結ぶ主要東西道 で

あ り、藤原京では10条10坊 説 によれ ば三条大路になる。一方平城京の三条大路 も、西へ

の延長は暗峠を越 えて河内 ・難波宮への道になるのである。 したがって10条10坊 説 に問

題があることは前述 したので、十分 に検討 しなければならないが、暗峠越 えに通 じる道を

横大路 になぞ らえて、三条大路に した とい う可能性 を指摘 しておきたい。

IV平 城 京 の 機 能

1商 業機 能

　 次に都城 のもつ さま ざまな機能について検討 したい。言 うまで もな く都城 はまず第一に

は政治の中心地である。 しか しなが らそれ に留ま らない機能 を都城は果た してい る。そ こ

でここでは平城京 における商業 ・生産、そ して宗教機能 について述べたい。 もちろん都城
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だか ら、そこは商業 ・生産 ・宗教の中心地で もあった と、無条件に決 めつ けることはでき

ない。具体的な都城 の位置づけを明 らかにす るには、全国的な状況を検討す る必要がある

が、今その準備 はない し、平城京がそ うした機能 の先進地であった ことは確かである。そ

こで ここでは平城京 に限って、その果た した諸機能の様相 を見ることにしたい。

　まずは商業機 能か ら始 める。京 にお ける商業のセ ンター は、東 ・西市である。その位置

を明示す る史料はないが、東市は左京八条三坊五 ・六 ・十一 ・十二坪 、西市 は右京八条二

坊五 ・六 ・十一 ・十二坪 であ り、ともに4町 の面積 を占めていた と考え られ ている 〈注22>。

そ していずれ も人工河川 である堀河を伴った。東市では市中を幅10mほ どもある東堀河 が

貫流 し、西市ではその東側 を流れ る秋篠川が西堀河 であった。 両市は毎 日午後、 日の入 り

まで営業 した。 なお前述のよ うに藤原京では藤原宮跡出土の木簡 の記載か ら、宮の北方に

市が あった とみ られてい るが、それは 「面朝後市」 とい う 『周礼』型の配置であった。 そ

れ に対 し平城京では宮の南方 にあ り、長安城型である。

　東 ・西市の機能 について述べ ると、律令制下で も現在 と同 じよ うに、税で官 司の運営費

や官人への給与 をまかなったが、そこでの税は米や布 、塩 な どの物品 を貢納 させ る仕組み

になっていた。 この実物貢納経済においては政府は必要 とす るすべての物資を、税物 で獲

得す ることはできなかったため、必然的に税物 を交易 して銭 に換 え、それで必要 とす る物

資を購入す る場 が必要 となったのである。それ こそが東 ・西市であった 〈注23>。

　 両市では　官司 ・官人が全国 レベルで貢納 された税物 を販売 した り、各種商人や有力者

な どによ り、各地か らさまざまな商品搬入 された。た とえば平城京左京に住む楢磐嶋は、

越前の都魯鹿 〔現在 の福井県敦賀市〕津へ交易に出かけ、物資 を仕入れているのである(『日

本霊異記』中巻24話)。 こ うした活動によって、東 ・西市は全 国的な物資流通のセ ンター

となった。その一方 では京周辺の農民が、京 の住 民の農産物への需要 に応 じて、疏菜 ・果

物 を行商す ることもあるとい うよ うに、小規模な範囲の物資の流れ もあった 〈注24>。

　 東 ・西市は場 としての特殊性 をい くつか有 していた。第1は シンボル となる景観 である。

その1っ は市では当然ながら、倉庫が建 ち並んでいたことが想定 されるが、それ は奈良市

教育委員会による東市推 定地にお ける発掘調査で確認 されている 〈注25>。 すなわち左京

八条三坊六坪 では、多 くの総柱建物遺構 が検出 されているのである。2つ めにシンボル と

なる樹木があった。それの知 られるのは東市で、『万葉集』巻3-310の 「門部王、東の市

の樹 を詠みて作 る歌一首」には 「東の市の植木 の木垂るまで逢 はず久 しみ うべ恋ひにけ り」

と歌われている。おそらく西市にもあった ことであろ う。第2に 市 は処刑の場であった。

獄令決大辟罪条によれ ば、死刑 は市で執行 され ることになっていた。 もっとも執行 された

のは死刑 だけではない。741(天 平13)年3月8日 、いかなる罪状かはわか らないが、外

従五位下小野朝臣東人を拘禁 して平城の獄 に下 し、翌 日に東 ・西両市でそれぞれ五十ずつ

の杖罪 に処 し、その上で伊豆三嶋に配流 しているのである(『続 日本紀』同月 己丑・庚寅条)。

第3に 市 は祈 雨の場 でもあった。藤原京の時代の705(慶 雲2)年6月 に、太政官は 「比
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日充旱、田園憔巻。錐久雲祈 、未蒙嘉樹。請遣京畿内浄行僧等祈 雨、及罷出市塵 、閉塞南

門」 と奏 し承認 されてい る(『続 日本紀』同月丙子条)。 市はこの ように、商業活動以外 の

機能 も有 していたのである。

　 ところで、京内には東 ・西市以外 にも店舗 があったことが近年 わかってきた。 それは左

京三条二坊で出土 した長屋王家木簡の中に含 まれ る木簡によってである(釈 文2)。 この木

簡 は、11月4日 にお ける飯 と酒 の売 り上げ銭149文 に結びつけた付札である。同様の付

札 はい くつか見つかってお り、長屋 王家が飯 と酒 を扱 う店 を経営 していた ことは明 らかで

ある。 しか しなが ら雑令皇親条 の規定に従えば、皇親 ・五位 以上の貴族が、市に津(店 舗)

を定めて興販することは禁止 されていた。長屋 王家木簡 は710～717年 の時期のものであ

り、当時長屋王の位 階は従三位か正三位 であ り、また彼 は天武天皇の孫で、高市皇子 の子

であった。 したがって長屋 王家経営 の店は、東 ・西市内に置 くことはできず、おそ らく京

内で両市外にあった とみ られ るのである。 この店で扱 う飯は王家が領有す る広大な御 田か

らの米であ り、邸内の 「御酒醸所」(奈 文研 『平城 宮発掘調査 出土木簡概報』23)で 醸造

したものであ り、当初か ら販売を 目的に していた とみ られ る 〈注26>。

　 この ように京内には、市以外にも店舗があったのであ り、史料は残 らないが、長屋王以

外の店 もあったことであろ う。 こ うした東西市以外の店舗の存在 を前提に、今後は京 の商

業活動を考えていかねばならないのである。

2　 生産機 能

　次いで生産機能 を考えると、古代国家は必要 とす る手工業製品 を確実に確保 ・入手す る

ため、生産関係官 司と技術者 を官僚体制内に組織 した。 た とえば中務省画工司、兵部省造

兵司、大蔵省典鋳 司 ・漆部司 ・織部司、宮内省木工寮 ・鍛冶司 ・筥陶 司な どの生産に関わ

る官司を設 け、一部の特殊技能 を持 つ工人を、部民制の系譜を引く品部 ・雑戸の身分 とし

て組織 していたのである。そ してそれ によって、各官司は官営工房 を営んだ。

　平城京内でこれ までに見つかっている主な工房遺跡 には、以下のよ うなものがある。

　①右京八条一坊十四坪

　奈良時代前半(8世 紀前半)に 属す る多数の土坑には、灰や炭化物が多量に混入 してい

た。 そ して帯金具 などの小形金属製 品、號珀 ・水晶片、ガ ラス小玉 ・ガラス堆塙のほか、

漆関係遺物 が多 く見つかってお り、大蔵省被管の典鋳 司 と漆部司が経営す る官営工房 であ

った との説 が発掘調査を行った奈文研に よって出 され ている 〈注27> 。

　 ここの東隣の坪 にあたる十一坪 の東側 を流れる西一坊坊間大路西側溝か らも、銅 鋲 と帯

金具(巡 方)の 未成品、多量の鞘 の羽 口 ・とりべ ・鉱津(青 銅)、 それ に漆の付着 した土師

器 ・須恵器の壷 ・圷 ・皿な どが出土 してお り、付近に鋳造 ・漆器製造工房があった とみ ら

れる。 さらには牛 ・馬な ど多数の動物の骨 ・歯 も出てお り、それ は皮 革生産に関わるもの

であって、大蔵省直属の典履 ・典革に関係す るものか と、推定 されているところである く注
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28>。 これ らによれば、右京人条一坊付近には、大蔵省所属の複数官司の共同作業場、す

なわち工房 の複合体があった とい うことになる。

　 しか し十四坪の工房は官営ではなく、民間工房であるとの説ある 〈注29>。 それによれ

ば同所における工房 の立地は、す ぐ西側 の八条二坊にあった西市 との関係 によるもの、す

なわち原材料や道具の入手、あるいは一部の製 品の販売の便 のため とい う。 しか しそ うし

た条件は、官営 ・民間工房 、いずれの場合 にもあてはまるものであろ う。

　②左京三条四坊七坪

　奈 良時代 中頃～後半の焼土坑が多 くあ り、和同開弥(初 鋳は708年)の 鋳放 し銭 ・銭箔

や、堆塙 ・鞘の羽 口・銅津などが出土した。ここで和同開弥を鋳造していたことは明らかである。た

だしそれが公的な鋳銭工房 なのか、あるいは私的 な工房す なわち私鋳銭の工房 なのかは不

明である 〈注30>。

　 ③左京六条一坊十六坪

　 奈良時代末(8世 紀後半)の 井戸か ら、神功開寳(初 鋳…は765年)の 鋳放 し銭 ・鋳型 ・

鋳樟 、堆塙、鞘の羽 口、炉壁な どが出土 した。神功開寳 を鋳造 していた工房である く注31>。

　 以上3つ の事例 をあげたが、いまだ明確 に官営工房 と断定 できる遺跡は見つかっていな

い。それは銭の よ うなきわめて公的な製品を作製する工房 であっても、贋作の横行 した こ

とが知 られ るため(『続 日本紀』和銅2(709)年 正月壬午(25)条 ・同4(711)年10月 甲子(23)

条な ど)、官営工房 とは必ず しも言 えないか らである。しか し先 に述べたよ うな律令官 司の

存在 から、官営工房 があったことは確実である。時代をさかのぼれ ば、明 日香村の飛鳥池

遺跡 は天武天皇時代の工房だが、そこは富本銭の鋳造な どを行 っていた大規模官営工房で

あった。ただ し工房には官営工房 のみな らず、私営工房 もあった ことは確実である。 それ

は 『日本霊異記』 に見える民間手工業者 の存在か ら明 らかである。 たとえば中巻22話 に

は、寺の仏像 を盗み、それを壊 して帯金具 を作 っていた和泉国の盗人が、中巻23話 には、

平城京内で葛木尼寺の弥勒菩薩の銅像 を盗み、石 で壊す盗人が登場す るし、また私鋳銭 を

行 う者が横行 したのであった。

　 さらに長屋王家木簡中に見える手工業者 にも注 目したい。これ もいくつかの例 を示す(釈

文3)(釈 文4)。

　 このよ うな米飯支給伝票に よって、長屋王邸内には鍛冶 ・椅作工のほか、鋳物師 ・銅造 ・

仏造 ・輔露(輔 櫨)師 ・要帯(腰 帯)師 ・琴作工 ・障子作人 ・矢作 ・秩師 ・沓縫 ・薦縫 ・

染女 ・縫殿女 ・奈閉(な べ)女 な ど、多種多様 な手工業者 がいたこ とがわかるのである。

こ うした技術者 の性格 については、寺崎保広氏の指摘 が興味深い。寺崎氏は、木簡 に見え

る手工業者の中で、矢作 ・沓縫 ・狛人 ・百済人 ・新羅人な どは、品部 ・雑戸 と共通す る技

術者 であることに注 目し、「品部 ・雑戸が一時的に王家 に滞在 して仕事を行 っていた。…あ

る時期 は官に属 して製品の生産 にあた り、ほかの期間は貴族宅へ出向き仕事 をし、あるい

は製品を市へ売 る、 とい うよ うな多様 な活動 を行 っていたのではないか」 〈注32>と 推定
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している。

　 当時、自立的な経営の技術者 の存在 は、需要の限界か らあま り大き くは評価できないが、

平城京では約10万 人 の人 口が集 中 してお り、官衙 ・邸宅 ・寺院が多数あったか ら需要は

あ り、 しかも手工業製品 に対す る需要は、量的にも質的 にも他地域 を圧倒 していた。 した

がってそこでは官営工房 にとどま らず、民間の手工業者 も存在 した し、優秀な技術を求め

る貴族 ・寺院な どが、品部 ・雑戸を一時的 に使役す るとい うこともあったのである。

3　 宗教的機能

　①　仏教寺院

　次 に平城京 のもつ宗教的機能について考察す る。 日本の都城は、『周礼』の 「左祖右社」

とい う規定は継承 しなかった。そこにプランは模倣 して も、宗教的なものは模倣 しない と

い う日本 の独 自性を見て とることができよ う。 しか しその ことは 日本の都城 が宗教的な機

能 を有 しなかった とい うことを意味するものではない。それでは具体的にどのよ うなもの

があったのであろ うか。まず問題 にすべ きは仏教信仰 と神祇信仰 である。

　そ こで仏教信仰か ら見てい こ う。平城京内には多数の仏教寺院があった。た とえば左京

には、法華寺 ・大安寺、 さらに外京部分 には興福寺 ・元興寺 ・紀寺 ・佐伯院 ・葛木寺な ど

があ り、右京には西大寺 ・西隆寺 ・菅原寺 ・唐招提寺 ・薬師寺 ・観世音寺 などが位置 した。

さらには京外、す なわち京の近郊に も大寺院があった。京の東郊 には東大寺 ・新薬師寺が、

そ して右京の北郊には秋篠寺があったのである。

　 しか しこれ らすべてが遷都 当初 か ら造営 され ていたわ けではない。 た とえば東大寺は

745(天 平17)年 の平城還都後 に造 られた ものであるし、西大寺 ・西隆寺も764(天 平宝字

8)年 の恵美押勝の乱 が造営の きっか けであった。遷都 当初か らあるのは、左京 の大安寺 と

右京 の薬師寺 くらいである。前者の大安寺は左京六条四坊か ら七条四坊にまたが り、薬師

寺は右京六条二坊 に位置 した。

　 両寺の歴史 を遡 ると、大安寺 は 「大安寺伽藍縁起井流記資財帳」や 『日本書紀』な どに

よれば、舎予明天皇造営の百済大寺(639年 に造営開始)に 始まるが、発掘調査 の成果を受

け、吉備池廃寺(桜 井市)が それにあた ると考え られ るよ うになっている 〈注33>。 後 に

舎予明天皇の子の天武天皇がそれ を移 して高市大寺(673(天 武天皇2)年 に造高市大寺司を任

命、677年 に大官大寺 と改称)を 造営 し、 さらに天武 の孫の文武天皇が702(大 宝2)年 に

造大安寺司を任命 し、金 堂や九重塔を造営 した。 そ して716(霊 亀2)年5月 に平城京へ

移転 したのが、大安寺である 〈注34>。 大官大寺 とい う名称の意味す るところは最大の官

寺であ り、大規模 な国家的寺院 であった。なお藤原京 の大官大寺跡 は10条10坊 説 による

左京八条二坊にあるが、それは完成せずに焼失 していた。『扶桑略記』和銅4(711)年 条の

焼亡記事 に符合 し、それは文武天皇造営の ものであ り、天武天皇が造 った高市大寺の場所

はいまだわかっていないが 〈注35>、 橿原市木之本町の木之本廃寺が候補 として指摘 され
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ている 〈注36>。

　一方の薬師寺は、680(天 武天皇9)年 に天武天皇が皇后 の病気平癒を願 い、藤原京右京

七条二坊に造営 した薬師寺(=本 薬師寺)に 始ま り(『 目本書紀』 同月癸未(12)条)、718

(養老2)年 に平城京へ移転 した ものである(「 薬師寺縁起」)。

　 こ うして平城京 では、左 ・右京の六条に、国家的寺院の大安寺 と天皇発願 の薬師寺が並

び建ち、都城 を荘厳 していたので あるが、それは藤原京にお ける大官大寺(大 安寺)と 薬

師寺(本 薬師寺)の 位 置をほぼ踏襲す る場所 を占めていたのである。そ してまた両寺 とも

天武天皇が関係 していたが、天武天皇は672年 の壬申の乱 に勝利 を収めて即位 し、奈良時

代にお ける歴代天皇の祖 として重要な位置を占めた天皇であった。

　 それ に対 し外京 にある寺院 を見る と、興福寺は藤原氏造営の山階寺に始ま り、それが一

旦飛鳥西方の厩坂寺 とな り、 さらに平城京 に移 り興福寺 となったものである(「 興福寺縁

起」)。 また元興寺は蘇我馬子が造営 した法興寺(=飛 鳥寺)に 遡 り、それが718(養 老2)

年に元興寺 として平城京 に移ったもので ある(『 続 日本紀』9月 甲寅(23)条)。 いずれ も氏

寺に起源 を有す るが、それ はや は り外京 に含 まれ る紀寺 ・佐伯院 ・葛木寺に も共通す る性

格 であった。 こ う見て くる と、氏寺を集 中させ ることが外京設置の 目的であろ うか と考 え

られて くる 〈注37>。 す なわち平城京のいわば本体である左右京 とも4坊 の内には、藤原

京 を引き継ぎ、国家的寺院あるいは天皇発願 の寺院を置 き、それ以外の氏寺に起源 のある

諸寺院はそこには置かせず に、外京部分に集 めた とい うわ けである。 もちろん720(養 老

4)年10月 に造興福寺仏殿 司を置いたよ うに(『 続 日本紀』同月丙 申(17)条)、 興福寺を氏

寺であると単純化はできない ところがあるが、大 きく見れば上記のよ うな区分 が可能 であ

ろ う。

　 これ ら諸寺院は瓦葺き、基壇建物 の伽藍 を有 し、また塔をそびえ させ、都城 を宗教的 に

荘厳 したのであるが、とりわけ国家仏教の集大成 として、東大寺 における盧舎那仏(大 仏)

造営をあげることができよ う。紫香楽の甲賀寺で始まった盧舎那仏の造営事業 は、745(天

平17)年 の平城還都後には京東郊 に造 られ た東大寺 に移 され、752(天 平勝宝4)年4月9

日に開眼供養を迎 えた。そこでは天竺僧 の菩提倦那が開眼師を務め、1万人の僧 が参列 し、

唐古楽 ・唐散楽 ・林 邑楽 ・高麗楽 な どの外来の楽が奏 されるなど、「仏法東帰、斎会之儀 、

未嘗有如此之盛也」(『続 日本紀』同月 乙酉(9)条)と 言われ るほ どの盛事が繰 り広げ られ た。

京全体の人 口が10万 人程度 とみ られ てい る中で、1万 人の僧侶を集めたのである。

　 なお寺院や仏像 ・仏具 ・写経用具の制作 には当然なが ら大量の手工業者の存在が必要 と

な るが、京及びその周辺に居住す る手工業技術者がそれ にあた り、また東西市が彼 らの作

った製品あるいは原材料の販売場所 となったのである。正倉院文書を見てい くと、造東大

寺司や その管下の写経所が写経用の筆墨や巻子の軸、あるいは装飾用 の玉などを東西市で

購入 したことがわかるし、『日本霊異記』には経巻用の箱 を作 るた めの紫檀 ・白檀 といった

高級材を平城京 の市で購入 した り(中巻6話)、 盗人が盗んだ経巻 を東市で販売 した とい う
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話 も出てくる(中 巻19話)。 長屋王家木簡 か らは、「仏造帳 内」(奈 文研 『平城京木簡2』

1912)や 「書法模人」(『 平城京木簡1』323)、 「秩(秩 のこと)師 」「秩作帳 内」(『 平城

京木簡2』1960)な どの手工業技術者が長屋王邸 内にいたこ とがわか る。 こ うした手工業

者や東西市の存在が、都城 における仏教開花 の物質的基礎 とな り、平城京 の仏教文化 を支

えていたのである 〈注38>。

　②神祇信仰

　次に神祇信仰に関 して言 えば、神社は基本的に京内には設 け られ なかった 〈注39>。 そ

れは平城京 が、そこに存在 した旧来の共同体 を破壊 して成立 した こと、 しか しなが らいま

だ新 たな共 同体を成立 させ るほ どには成熟 しなかった ことに よるものである。史料的 に奈

良時代 に京 内での存在 が確認 できる神社 は、率川神社 のみである(『 日本霊異記』 中巻24

話)。そ うした状況は平安京 でも同様である。『延喜式』に見える式内社で京内にあるのは、

わず か3座 にす ぎない。神社 は基本 的に共同体祭祀の場 であったか ら、たまたま平城京成

立前 からそこにあった神社が存続 した場合(率 川神社)を 別 にすれ ば、新たな神社が成 立

す るほど、すなわち新 たな共 同体関係が成立するほどには平城京は成熟 しないままに終わ

ったのである。 国家的祭祀に必要な神は、宮内の神祇官のほか、伊勢神宮や大和国内の神

社な どで祭 られるのであって、それ らは京 とは関係 がなかったのである。そ こに神祇信仰

と仏教信仰 との明確な相違点があったのである。

　③都城特有の祭祀の開始

　神社が基本的に存在 しなかった ことは、都城 で祭祀が行 われなかったとい うことを意味

す るものではない。都城では都城特有の祭祀が行われ るよ うになったのである。

　神祇令な どに よると6月 と12月 の晦 日には、宮城 内では天皇 ・中宮 ・東宮の稼れを祓

う御瞭が、宮城 の四隅では火 災を除 くための鎮火祭が行われ た。そ して宮城外では、朱雀

門前の二条大路で百官が集まる大祓 が執 り行われ るとともに、京内の四隅の道路上では鬼

魅が外部か ら京内に入 るのを防 ぐための道饗祭が実施 されたのである。これ らの同心 円的

に行われた祭祀は、京の稼れを祓い、京の清浄を保 ち、京外か ら災厄 をもた らす鬼魅が京

内に入 ることを防 ぐとい う目的を有す るものであったのである。そ こでは人形 などの祭具

を使用 して祓 えが行われ たが、それは中国の道教 の影響 を受けた ものである。

　平城京では宮南辺 の壬生門前の二条大路北側溝 か らは大量の木製人形や鳥形 ・舟形、斎

串などが出土 し、二条大路条で行われた大祓 に用 い られ たもの とみ られている 〈注40>。

その他 の道路側溝や東堀河 などか らも木製や金属製 の人形 などが出土 し、京内各所で祓 え

が行われていたことが窺える。 そ してその ような祭祀は既 に藤原京でも行 われたことが、

出土 した人形 な どか ら確認 されてい るところである。古代都城 の成立 とともに、外来思想

の影響下に特有の祭祀が早 くもできあが っていったのである。

　 それは大祓のよ うに道路上で行われたが、特に道饗祭 の場が京内四隅の道路上であった

よ うに、交差点すなわち衝 が注 目されるのである。左京七条一坊十六坪東側の東一坊大路
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西側溝か らは、大量の木製 ・銅製 ・鉄製 人形や弓形 ・刀形 ・琴形 ・齊二串、人面墨書土器 ・

ミニチュア土器 ・土馬 な どの祭祀具 が出土 したが、それ らは東一坊大路 と六条大路 ・七条

条間北小路 との交差点、 あるいは十六坪につながる橋の付近に特 に多く分布 している 〈注

41>。 ここで もやは り衝が主な祭祀の場 であったのである。

　都城では多 くの大路 ・小路 が縦横 に走っていたか ら、衡の数 はきわめて多い。それは村

落 とは異なる、都城 特有の景観で もあった。人工的 に造 られた都城 における多数 の衝は、

都城成立に したがって成立 した祭祀 の場 ともなったのである。

　 このよ うに都城の宗教機能 とい う点では、仏教信仰 と道教的な祭 祀 とが注 目され るとこ

ろである。 国家を荘厳す る仏教 と都城で新 たに生まれた祭祀、それ らが都城にふ さわ しい

信仰 であったのである。

5　 平城 宮の構造

　最後 に平城宮の構造について、簡単 に述べておきたい 〈注42>。 平城宮 は平城京の中央

北端に位置す る。そ してその平面は、東辺 の一部 が東に張 り出す とい う特異な形状 を して

お り、その張出部の南半は東院(東 宮)と 呼ばれた。

　宮城内の主要施設 としては、内裏 ・大極殿 ・朝堂院 ・曹司、それに苑池 をあげることが

できる。内裏は天皇の居住施設、大極殿 は元 日の朝賀や即位 式、それ に蕃客の謁見な どの

国家的儀i式に天皇が出御す る場であ り、そ こには玉座である高御座が設け られた。朝堂院

は朝堂が建ち並ぶ一郭で、儀i式や政務 の際に官人が侍候す る場である。 日本の ように多数

の朝堂が存在す るとい う特徴は、長安城 な どの中国の都城 にはない ものである。以上にあ

げた内裏 ・大極殿 ・朝堂院が宮の中枢部であ り、その周辺 に多数配置 され た曹司は、省 ・

寮 ・司などの諸官 司の庁舎である。 こうした構成 を有する宮は、藤源 宮で成立 したもので

あった。

　平城宮では奈良時代の前半 と後半で、 中枢部の構造が大 きく変化 した。すなわち前半期

には、朱雀門の真北 に大極殿院 と朝堂院が南北に位置 した。 大極殿院 は南北約320mほ ど

の長大な区画内の北約1/3が 高い壇 にな り、その南は広大な広場 となっていた。そ して壇

上 に瓦葺き、礎石建物の大極殿が饗 え立ったが、それは唐長安城大明宮の含元殿がモデル

であった。朝堂院 はその内部 の東西両側 に、南北 に並ぶ2棟 ずつの長大な朝堂が配 され 、

その中間は広大な朝庭 であった。 そ して朱雀門の東の壬生門の北には、北か ら内裏 ・大安

殿 ・朝堂院があった。内裏は中心部分の建物は掘立柱建物、檜皮葺 きで、棟の平部分 のみ

に軒瓦を飾った蔓棟であった。その南 には5間 ×2間 の身舎 で四面廟 を持 ち、檜皮葺 き、

棟 に瓦を用いる大規模な掘立柱建物があ り、『続 日本紀』に見える大安殿に相当す るか とみ

られている。大安殿の南の朝堂院は、12棟 の朝堂か ら成 るが、それ らはいずれ も基壇 を持

っ檜皮葺 きの掘立柱建物 であ り、各官司の主立った官人たちの座があった ところである。

この壬生門北側の主要施設は、藤原宮の内裏 ・大極殿 ・朝堂院 に酷似 してお り、藤原宮の
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構造 を元に しつつ、大明宮含元殿 を模倣 した大極殿 を西に付設 した ところに平城宮は成立

した と言 うことができよ う。

　 しかるに740(天 平12)年 に大宰府 で藤原広嗣の乱が勃発す ると、聖武天皇はその年 の

うちに恭仁宮 に遷都 し、以後紫香楽宮 ・難波宮な どと頻 りに遷都 を繰 り返 し、745(天 平

17)年 に再び平城宮に戻 ってきた。それ以後が後半期 とい うことになる。

　奈 良時代後半期になると、朱雀 門の北 の大極殿院だった所は南北が短縮 され 、北半部の

壇上に多数の建物が造営 された。前半期の大極殿 は恭仁遷都に伴い、743年 に恭仁宮 に移

築 されたか ら、そ こは既 に大極殿院でな くなっていたのである。その南の朝堂院は4棟 の

朝堂がそのまま残った。一方壬生門の北では、内裏 は前半期か ら引き続き、同 じ位置を占

めた。 そ してかつての大安殿は基壇 を持つ瓦葺 きの礎石建物に改造 され、大極殿 として用

い られることになった。 その南 の朝堂院で も12棟 の朝堂は改築 され 、基壇 を持つ瓦葺 き

で四面痛 の礎石建物 に変化 した。 ここに奈良時代前半の大極殿 と 「大安殿」の機能が統合

され、内裏 ・大極殿 ・12堂 の朝堂院が南北に並ぶ ことにな り、藤原宮中枢部がいわば復活

したのである。

　次 にこれまで述べ てきた中枢部の周辺 に多数配 された曹司については、木簡や墨書土器

の記載、それ に平安宮の宮城図 との比較に よって、神祇官、式部省 ・兵部省、造酒司、左

右馬寮な どの位置が判明 している ところである。 また苑池は中国の影響を受 けて成立 し、

またそ こを舞台 に儀式が行われ た。具体的 には、宮内の北西部の西池(鳥 池)、東院地区東

南隅の池 などがあ り、3月3日 の曲水宴な どが行われたのである。また宮の北側 には松林

宮(苑)が 広が り、730(天 平2)年3月3日 の曲水宴や735年5月 の騎射 などがそ こで

行われたことが知 られ る。 この苑池の存在 も中国都城の影響 を受 けて成立 した ものであっ

た 〈注43>。

お わ りに

　 以上本報告では、 日本古代都城史 を概観 し、その中で特 に平城京 を中心に具体的にその

様相 を見てきた。そ こには 日本独 自の歴代遷宮 とい う慣行 があった一方、次第 に中国の影

響を受 けて、それ に範 を取った都城 を造 り上げたが、羅城 が都城 の四周 を回 らない点や朝

堂のあ り方 など、やは り日本 の独 自性 も見 ることができた。羅城や朝堂 とい うものは中国

の制度 を取 り入れて 日本 にも造 られ たが、その性格や様相 は随分異なっているのである。

　 東アジア諸国にお ける都城 は、その国独 自の歴史の発展の上に成立 した とい う側面 と、

政治的に圧倒的であった中国の都城 の影響 を受けた側 面 とがある。 したがって、今後 は共

通点 と独 自点 を具体的に考察 し、単に同 じものが有 るか無いか、似ているか似ていないか

とい う表面的 な議論 に留 まるのではなく、その特徴をもた らした歴史や機能 を掘 り下げて

議論 してい く必要がある。 このシンポジウムがそ うした場を作 り上げてい くのに資すると

ころがあれば幸いである。
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〈 注　>

1　 小澤毅 「飛鳥の宮都空間」(『日本古代宮都構造の研 究』青木書店、2003年)。

2　 小澤毅 「伝承板蓋宮跡 の発掘 と飛鳥の諸宮」注(1)前 掲書。

3　 岸俊男 「飛鳥か ら平城 へ」(『日本古代宮都 の研究』岩波書店、1988年)。

4　 小澤毅 「古代都 市 『藤原京』の成立」注(1)前 掲書 、中村太一 「藤源 京 と 『周礼』王城

　 プラン」(『日本歴 史』582、1996年)。

5　 林部均 「藤原京の 『朱雀大路』 と京域」(『条里制 ・古代都市研 究』20、2004年)。

6　 藤原宮北面中門に近い土坑か ら出土 した木簡 によると、糸 を売 りに市に人 を遣 わすの

　 に、宮の北面の門を通 していた ことか ら、市は宮の北方 にあった とみ られている(釈

　 文5)。

7　 「外京」は関野貞の造語 である(「 平城京及大内裏考」『日本 の建築 と芸術　下』岩波

　 書店、1999年 。初出は1907年)。

8　 舘野和 己 「平城京その後」(門脇偵二編 『日本古代国家の展 開　 上』思文閣出版、1995

　 年)。

9　 井上和人 「古代都城制地割再考」(『古代都城制条里制 の実証的研 究』学生社、2004年)。

10東 野治之 「二条大路木簡の椀花」(『長屋王家木簡の研究』塙書房 、1996年)。

11井 上和人 「平城京羅城 門再考」注(8)前 掲書。

12岸 俊男 「飛鳥 と宮都 七 人 口の試算」(『古代宮都の探求』塙書房、1984年)。 田中琢

　　 『平城京』(古代 日本 を発掘す る3)岩 波書店、1984年 。鬼頭晴明 「平城京の人 口推計

　　と階層構…成」(『古代木簡 と都城の研究』塙書房 、2000年)。

13舘 野和己 『古代都市平城京の世界』 山川 出版社、2001年 。

14木 下正史 『藤原京』 中央公論新社 、2003年 。

15藤 原京 の左京二条二坊西北坪、右京九条 四坊東北坪 などで見つかってい る(な お藤原

　 京 の坪割呼称 は、12条8坊 と考え られていた当時の ものによる)。

16奈 文研 『平城宮発掘調査XI』1981年 、同 『平城宮発掘調査XIV』1993年 。

17岸 俊男注(3)前 掲論文。

18岸 俊男氏は、藤原京の12条 の うち、宮よ り北側に広がっていた2条 分 と、丘陵部にか

　　かる南端の1条 分 を除いて、平城京 の9条 とい う数字が出てきた と考 えた(注(3)前 掲

　 論文)。

19妹 尾達彦 『長安 の都市計画』(講 談社、2001年)。

20愛 宕元 「晴唐長安城 の都市計画上での中軸線 に関す る一考察」(『唐代史研究』3、2000

　　年)。

21妹 尾注(19)前 掲書140頁 。

22今 泉隆雄 「『平城京市指図』 と東西市の位置」(『古代宮都の研究』吉川 弘文館、1993

　　年)。
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23鬼 頭清明 「八、九世紀 にお ける出挙銭の存在形態」(『日本古代都市論序説』法政大学

　 出版局、1977年)。

24舘 野和 己 「古代都市の実像」(佐 藤信編 『日本の時代史4　 律令国家 と天平文化』吉川

　 弘文館 、2002年)。

25奈 良市教育委員会 『平城京東市跡推定地の調査』1～XV、1983～1997年 。

26舘 野和己 「長屋王家 の交易活動」(『奈 良古代史論集 三』真 陽社、1997年)。

27奈 文研 『平城京右京八条一坊十三 ・十 四坪発掘調査報告』1989年 。

28奈 文研 『平城京右京八条一坊十一坪発掘調査報告書』1984年 。

29杉 山洋 「奈良時代の金属生産」(『仏教芸術』190、1990年)。

30奈 文研 『平城京左京三条四坊七坪発掘調査概報』1980年 。

31奈 良市教育委員会 『奈良市埋蔵文化財調査概要報告書　平成10年 度』1999年 。

32寺 崎保広 「古代都 市論」(『岩波講座 日本通史6』 岩波書店、1995年)。

33小 澤毅 「吉備池廃寺の発掘調査」(『仏教芸術』235、1997年)。

34『 続 日本紀』霊亀2年5.月 丙 申条に 「始徒建元興寺干左京 六条四坊」 とい う記事があ

　　るが、その位置か ら大安寺の誤 りとみ られている。

35飛 鳥資料館 『幻 のおおで ら　 百済大寺』1999年 。

36木 下正史注(14)前 掲書。

37山 中章 「律令国家形成過程の古代王権」(広 瀬和雄 ・小路田泰直編 『日本古代王権の成

　　立』青木書店、2002年)。

38舘 野和 己注(13)前 掲書。

39榎 村寛之 「都城 と神社の関係 について」(『律令天皇制祭祀の研究』塙書房、1996年)、

　 舘野和己 「宇奈太理神社 の位 置」注(37)前 掲書。

40金 子裕 之 「平城京 と祭場」(『国立歴史民俗博物館研究報告』7、1985年)。

41奈 文研 『平城京左京七条一坊十五 ・十六坪発掘調査報告』1997年 。

42岩 永省 三 「平城宮」(奈文研 『古代都城制研究集会第1回 報告集　古代都城の儀礼空間

　　と構造』1996年)参 照。

43金 子裕之編 『古代庭 園の思想』(角 川書店、2002年)。
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天皇　　 古　事　記　　　　日本 書紀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天皇 大 和 　摂津・河内 山 背 近 江

神武　畝火之白椿原宮　　畝傍橿原宮

綴靖　葛城高岡宮　　　　葛城高丘宮　　　　　　　　593推古 豊浦宮→小墾田宮
安寧　片塩浮穴宮　　　　片塩浮孔宮

謎徳　軽之境岡宮　　　　軽曲峡宮　　　　　　　　　　　野明飛鳥岡本宮→田中宮→

孝昭　葛城披上宮　　　　抜上池心宮　　　　　　　　　　　　厩坂宮→百済宮

孝安　葛城室之秋津嶋宮　室秋津嶋宮　　　　　　　　　皇極小墾田宮→飛鳥板蓋宮
孝霊　黒田魔戸宮　　　　黒田薩戸宮　　　　　　　　645孝徳(飛鳥河辺行宮)　　　 難波長柄豊碕宮

孝元　軽之堺原宮　　　　軽境原宮

開化　春日之伊邪河宮　　春日率川宮　　　　　　　　　斉明飛鳥板蓋宮→飛鳥川原
崇神　師木水垣宮　　　　磯城瑞籠宮　　　　　　　　　　　　宮→後飛鳥岡本宮
垂仁　師木玉垣宮　　　　纏向珠城宮　　　　　　　　　　天智　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近江大津宮

景行 纏向加 代宮 　 纏向日代宮 　 　 　 672天武島宮_岡本宮_鵡 浄難鯨

成務　志賀高穴穂宮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御原宮

仲哀 鷲 琵響宮'筑 容門豊浦宮●橿日 　 　 持統飛鳥浄御原宮一藤原京

応神　軽嶋之明宮　　　　明宮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　697文 武　　　　　　　　　↓

仁徳　難波之高津宮　　　難波高津宮

履中　伊波礼之若桜宮　　磐余稚桜宮　　　　　　　 707元 明 平城京

反正　多治比之柴垣宮　　丹比柴籠宮　　　　　　　　　　元正

萎魏 懲 穂宮 石上穴穂宮 　 　 724聖武 　 　 一難波京 一恭仁京 一紫香楽宮
雄略　長谷朝倉宮　　　　泊瀬朝倉宮　　　　　　　　749孝謙

清寧　伊波礼之窺栗宮　　磐余窺栗宮　　　　　　　　　　淳仁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→保良宮

顕宗 近飛賠 　 　近鵬 八釣宮　 　 　 称徳　 　 　 　 _鹸 宮
仁賢　石上広高宮　　　　石上広高宮

武烈　長谷之列木宮　　　泊瀬列城宮　　　　　　　　　光仁
継体　伊波礼之玉穂宮　　磐余玉穂宮　　　　　　　　781桓武　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡京→平安京

安閑　勾之金箸宮　　　　勾金橋宮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平城
宣化　櫓銅之歴入野宮　　檜隈盧入野宮　　　　　　　・

欽明　師木嶋大宮　　　　磯城嶋金刺宮　　　　　　　　嵯峨平城宮

舗 擁 　　 灘 講 宮　 823淳和1

欝 京朧 宮　 艦 宮　 　 　 表2古 代宮都略鞍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(岸俊男 『日本の古代宮都』)

表1　 歴代天皇の宮

　　　　(岸俊男 『日本の古代宮都』)

… ・ 糊 天智」マ 禿門工 文武

　　　　　纏 　 ○τ 二慧(斉明)　 天武

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1　 7世 紀 天皇 系図
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